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マスクなし会話「感染６０％」＝距離１メートルで１５分間―「富岳」分析・理研など 
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スーパーコンピューター「富岳」によるシミュレーション。カラオケボックス内で飛沫（ひ

まつ）が広がる様子（神戸大・理化学研究所提供）© 時事通信 提供 スーパーコンピュータ

ー「富岳」によるシミュレーション。カラオケボックス内で飛沫（ひまつ）が広がる様子（神

戸大・理化学研究所提供） 

 理化学研究所などは２日、スーパーコンピューター「富岳」を使って新型コロナウイルス

のオミクロン株の感染リスクなどを分析した結果、マスクを着けない感染者と１メートル

の距離で１５分間話した場合、感染する確率が約６０％に高まると発表した。 

 

 シミュレーションは、オミクロン株がデルタ株の１．５倍の感染力を持つと仮定して算出。

マスクを着用していない感染者と１５分間、５０センチ以内で話すと感染率はほぼ１０

０％と推定された。一方、マスクを着けていれば、１メートル以上離れることで感染率はほ

ぼ０％となった。 

 

 イベントや飲食店など状況ごとの分析も実施。カラオケボックスでは、グループを分けて

１部屋当たりの人数を減らし、歌う場所を排気口の下などに限定すれば、感染リスクを大幅

に減らすことができるという。 

 

 飲食店ではキッチンの換気扇やエアコンを稼働させ、仕切りを設けることで全体のリス

クを３分の１程度まで下げられることも分かった。 


